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宝山湖 

 香川県三豊市の宝山湖は、水資源機構が建設した香川用水の調整池です。宝山湖は、渇水

や大地震など不測の事態に備え、香川用水から配水される水道用水を一時的に貯留しておき、

渇水時や緊急時に補給するための施設であり、平成 21年 3月に完成しました。 

 香川用水は、吉野川総合開発の一環として、早明浦ダムで新たに開発された水を、池田ダ

ムに取水施設を設けて取水し、阿讃山脈を貫く 8kmの導水トンネルで三豊市財田町に導き、こ

こから東西に延びる幹線水路によって、東部は東かがわ市白鳥の宮奥池まで、西部は観音寺

市豊浜町の姥ヶ懐池まで、また高瀬支線で三豊市高瀬町の満水池まで、総 106kmの水路で農業

用水、水道用水、工業用水に利用するものです。昭和 43年 10月に香川用水事業の起工式が行

われ、幹線水路のうち農業用水と都市用水の共用区間は水資源開発公団事業として、農業専

用区間は国営（農林省）事業として行われ、末端支線水路は規模に応じて県営または団体営

土地改良事業として実施されました。昭和 49年 5月に共用区間の通水式が行われ、昭和 50年

4月に本格通水が開始されました。 

 香川用水は通水から 30 年が経過し、水路施設の劣化により漏水等が懸念されることに加え

て、平成 6 年の大渇水を教訓に水供給の安定化が強く求められるようになり、平成 11 年度～

平成 20 年度に香川用水施設緊急改築事業が実施されました。この事業により、水路施設の改

修が行われるとともに、水道用水を貯留する香川用水調整池（宝山湖）が新たに建設されま

した。 

 宝山湖の堤高約 25.0ｍはビルの 8～9階の高さで、貯水量約 300万㎥は小学校の 25ｍプール

約 8,500 杯分に相当します。宝山湖は、通常貯水率 100％を維持しており、渇水等により水道

用水の取水制限が実施された際には、不足量を宝山湖から一部補給することを目的としてい

ます。宝山湖に貯留された水を使用する場合は、宝山湖直下にある揚水機場のポンプを稼働

させて、香川用水に送水します。 

 宝山湖は、三豊市の財田（さいた）町と山本町にあります。財田は「たからだ」とも呼ば

れ、「宝」と山本の「山」を含むことや、香川県にとって宝の水が山のようにあるという願い

を込めて、一般公募の中から宝山湖という愛称が選定されたそうです。 

 宝山湖の外回り全周は 3kmあり、地元の方々のランニングや散歩、マラソン大会などのイベ

ントに利用されています。また、周囲には桜や彼岸花が植えられ、人々の憩いの場にもなっ

ています。さらに、令和 5年には宝山湖に隣接して宝山湖ボールパークが完成し、プロサッカ

ークラブのカマタマーレ讃岐の活動拠点となるとともに、三豊市がスポーツを核として教育、

健康、ツーリズムなど多角的な事業を展開してにぎわい創出に取り組んでいます。 

＜参考文献：水資源機構香川用水管理所「香川用水のあらまし」2023 年、三豊市「宝山湖ボ

ールパーク構想」2021年など＞ 
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